
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス（KKS)が作成
したもので、試験機関による正式な採点結果を保証す
るものではありません。あくまで解答例としてご利用
ください。また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく内容を変
更する場合があります。

★予想合格ライン７０点

回転率とは、一定期間に各資産や資本等が新旧何回入れ

替わったか、すなわち何回回転したかという回数をいう

。つまり、これによって各項目のいわば利用度が明らか

にされる。一方、回転期間とは、各資産や資本等が１回

転するのに要する期間をいう。つまり、新旧入れ替わる

のにどれだけの期間が掛かるかということが明らかにさ

れる。回転率と回転期間は互いに逆数の関係にあるため

、一方から他方が容易に算出される。回転率ではその項

目が一定期間に何回回転するかということは分かるが、

回転数のみで企業の活動状況を把握し、その良否を判断

することは困難である。それに対し、回転期間ではその

長短をみることにより、回転のいわば適正性を知ること

ができる。すなわち回転期間は発生から費消までの期間

を意味しており、各項目の実際の回転期間を、その項目

について適正と考えられる費消期間と比較検討すること

により、その活動状態の良否が明らかになる。
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※今回は、第23回（平成16年3月14日実施）のように、
　付記事項で「営業活動に直接関係していない資産」
　に繰延税金資産を含める指示はないことから、
　KKSでは繰延税金資産を経営資本から控除せず
　計算したものを解答例とする。


